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　　　　　　　　　　　　遊星課の新設崔熱望す

　　　　　　　　　黄道光課（長野縣）　蕾　掛　七　二

　約2ケ年毎に地球を來目する火星は，その接近の籔ケ月間，私蓮の注目の的となる・

遊星の表面の模様はすべでスケッチによるものであって，特殊の設備と技術とを以て

する寓眞槻測すら小望遠鏡によるスケッチに劣るのであって，私達素人天文家に與へ’

られた最も意義ある襯測の一つは遊星表面の襯察である・

　極光や黄道光が太陽活動と密接な關係にあることは定読であるが，太陽から放射さ

れる帯電微粒子が他の遊星にも作用してみることが考へられる・遊星中で最も襯測し

易いのは木星であって，その形が大きく，光が強いために，殆んど年申越測の封象と
なる・

　木星の所謂L赤道帯コが時々美しい澄黄色を示し，而もこの攣化が約12年を週期とし

てみることが知られてみるが，太陽黒黙の活動週期と結びつけて考へられる・

　遊星の表面襯測は，小望遠鏡でかなりの成績をあげることが出來る・先般の火星の

接近に當っては，淺野氏．渡邊氏，編同氏等が貴重な記鎮を痩されたことを倉敷の荒

木氏から聞いた．

　三日坊主で止しては効果がないが，5年とか10年目かの長年月にわたって観測につと

めることは誠に有意義で，その間の太陽や黄道光の活動との關係を更に具髄的に究め

ることは非常に重要である・襯測結果は遠慮なく登表すべしといふのが山本先生の御
意見である・

　艶態部の一管としてL遊星課「設置の議があるが，今や早早の時に面してみる・適當

な機械を持ってるる多くの有力な諸君の参加せられるであらうことを信じ，その設置
を熟望するのは私一人のみではあるま）・・

　　　　　　　　　　　本年度の纏會は

　本年度の東亜天文協會総會は終る十一月初旬，東京に於V・て開催される．

今年の総會で期待すべき事は多々あるが，．先づプログラムを示すと大膿漏の

如くである．
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　今年は特に山本會長の蹄朝後間もない事であるから，この會合を機會に大

v・に新知識が輸入されようし，關東方面では本地最初の長期天文講習會や，

殊に廣く議員達の日常の研究事項を相互に自由に嚢表し得る研究綾詰論，天

文に盛典した山畑の見官等が出定され，今からその盛況が偲ばれる．

　精細は：乾鱈に獲表する．各地からの多数皆乍の細心を希望して止まなV・．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（東亜天女協會）
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